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○横浜市は、京浜臨海部ライフイノベーション国際戦略総合特区において 

「７カテゴリー１６プロジェクト」を推進しています。（別添①参照） 

 

○「医療機器開発ー低侵襲注射針システム」のプロジェクトに大田区の企業 

が参画しています。 

 

○このようにすでに大田区の企業と連携した事例もありますので、医工連携 

については、特区間連携を進めていきたいと考えています。 

 

 

 

 

 ○特区間連携の具体的メリットとして、財政支援や規制緩和等のメリットを

相互に受けられるような枠組みにすべきと考えます。 

 

 ○例えば、京浜臨海部ライフイノベーション国際戦略総合特区の事業に参画 

  する「大田区の企業の研究・開発」についても、財政支援や税制支援が受 

けられるような制度の枠組みが必要と考えます。 

 

 

企業連携（医工連携の促進）について 

企 業 連 携 の 状 況 

企 業 連 携 の 方 策 （ 提 案 ）



京浜臨海部ライフイノベーション国際戦略総合特区 横浜市が推進している主なプロジェクト

医療機器開発

第
１
号
案
件

創 薬

9.製造技術研究開発

木原財団、産総研ほか

・バイオ医薬品の低コスト・
高効率な製造技術の開発

10.核酸医薬品開発

ｼﾞｰﾝｹｱ、理研、ﾀｸﾞｼｸｽﾊﾞｲｵほか

・核酸を用いた新規医薬品開発

8.新規抗がん薬の開発

北里大、ｼﾞｪｲﾌｧｰﾏ、木原財団
・抗がん剤と診断薬の開発

個別化医療に対応した医薬品の開発を目指します

3.アミノインデックス®事業

味の素
・血中のアミノ酸を使った
診断技術の確立・普及

4.自己抗体活用診断ｼｽﾃﾑ

ｾﾙﾌﾘｰｻｲｴﾝｽ、木原財団ほか

・血中の自己抗体を活用した
診断技術の確立・普及

5.ＲＮＡチェック

DNAチップ研、横浜市大ほか

・血中の遺伝情報を使った
診断技術の確立・普及

診 断

がん等の早期発見に向けた診断技術開発を目指します

予防・健康

1.ﾃｰﾗｰﾒｰﾄﾞ予防医療

予防医学協会、NTT‐ITほか

・個々の情報を基に、通信技
術を用いた予防医療の提供

QOLの向上を目指します

再生医療

6.ﾋﾄiPS細胞

横浜市大、積水ﾒﾃﾞｨｶﾙ、クラレ

・iPS細胞を活用した臓器再生

最先端技術を応用した再生医療の実現を目指します

12.ヒト軟骨デバイス

横浜市大、ｼﾞｪｲﾃｯｸ、産総研ほか

・治療を目的とした機器や
細胞の研究開発

13.バイオ人工腎臓

木原財団、東海大ほか

・災害時多臓器不全にも有効
なバイオ人工腎臓の開発

14.低侵襲注射針・ｼｽﾃﾑ

DNAﾁｯﾌﾟ研、東海大、高電工業

・採血～解析までの自動化装
置の開発

15.手術シミュレータ

木原財団、市大、三菱ﾌﾟﾚｼｼﾞｮﾝほか

・実際の患者のデータを使った
腹腔鏡下手術訓練システムの開発

16.超音波画像装置

木原財団、市大、ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾍﾙｽほか

・家庭で使用可能な小型の
硬度計測超音波画像装置の開発

調
整
費
活
用

医工連携による革新的医療機器開発を目指します

特
区
推
進

7.データベースの整備

日立ソリューションズ
・個人の情報ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽを活用
した健康管理ｻｰﾋﾞｽの基盤構築

新たな健康医療サービスの開発に有用な
情報基盤の構築を目指します

情報基盤構築

11.Pre‐PMDA

NPO法人（予定）

・医薬品、医療機器の承認
に向けた支援機能

ﾄﾞﾗｯｸﾞﾗｸﾞ・ﾃﾞﾊﾞｲｽﾗｸﾞの解消を目指します

創薬・機器開発支援

平成24年7月19日現在

情報発信
パシフィコ横浜などで行わ
れる展示会や学会などを
活用した国内外への情報
発信

2.市民の健康増進

健康福祉局、他検討中

・市民の健康増進・介護予防
等の効果的な仕組みづくり

別添①
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